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Ⅰ はじめに
特別養護老人ホーム (以下, ｢特養｣ という.) においては, 介護保険制度からの要求によって





デル的存在であるが, その一方で, 年々特養に増えていく認知症の人々は, 症状が進行するにし
たがって人間にとって非常に重要な他者との相互作用の機会が少なくなっていくのが現状である.
グループ活動はそのような認知症の利用者が社会的な交流を持つことのできる場であり, 参加者



















これに対してライフレヴューは, 過去を思い出し, 現在に照らし合わせて評価し, 再統合する過
程 (Webster & Young 1988) であるとされる. 回想法は, 回想によって高齢者個人の内面や社
会関係に何らかの効果をもたらすことを目的として行われる介入の方法であるが, 回想法とライ







いは人生回顧の活用については, 野村 (1995) が, 回想法グループ実施の前後でHDS－Rなら
びにMMSの有意な変化はみられなかったが, 語想起と場所の見当識が改善した利用者がおり,







させたりする. 平崎・室伏 (1991) はリアリティ・オリエンテーションの要素を入れた歌や体操
を行うプログラムを実施し, 認知症高齢者が同じ目的をもって活動する場で自分自身の存在感や
共感を得て他人との結びつきを強め, グループという小さな生活共同体が現実適応促進の過程と






1995) やセラピューティック・レクリエーション (小池 1995) などが紹介されており, 藤本・
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竹内 (1997) は音楽療法を活用し, デイケアで実施されているグループへの参加によって自信の
回復や情緒の安定が図られたと報告している. レクリエーションの要素が濃いものとして, 白川・
牛嶋・吉岡 (2001) が, 挨拶・自己紹介・体操・活動を行うグループワークを実施し, メンバー
が楽しむことで感情機能を改善させたと報告しており, グループワークだけでなく, 日常的なケ
アにおいて癒しの環境を整えることによっても情緒が安定し, 逸脱行為が軽減すると述べている.










れておらず, 評価が行われていない等の課題も抱えている. 特養で行われる日常的な活動は, そ
の多くが介護職によって行われているが, 看護職によって行われている例 (K 会) を一つ紹介
したい.
場所は特養にある約 20 名の認知症ユニットである. 午前中, すべての利用者の朝食が済み,
ユニット内の雰囲気も落ち着いた頃, 看護師がやってきて食堂の中心部分にある大きなテーブル
を囲んで座っている 10 名ほどの利用者を相手に簡単な体操を指導する. 看護師によるとその目
的は, 昼食前に声を出して身体を動かすことによる嚥下機能の維持・促進とのことである. 看護
師は輪になって座っている利用者の外側に立ち ｢もしもし亀よ, 亀さんよ……｣ と歌いながら自
ら身体を動かし, 同じ動作をするように利用者に声をかけるが, それに対する利用者の反応は,




看護師には向いていない, I：指示通りに体操. 以上 9 名が, この場面で看護師をリーダーとし

























I ：早発性のアルツハイマー病だが, 現在は徘徊も少なくなっている. 人・場所・時間の見当
識に乏しいが身体機能に障害がないため, 雑巾がけや食器洗いなどを任せることができる.
歌うことは好きで自分一人でもよく歌っている.
J：見当識に乏しいが, 自然な会話が成立する. 集団で行動することは得意ではないため, 一
人でいることが多い. 歌にはほとんど関心がない. 身体機能に障害はないので, 指示が明
確に伝わればそれに従うことができる.






ても机を叩きながら大きな声で歌う Cについては, 結果的に目的が達成されている. 嚥下訓練
のために利用者一人ひとりに個別に対応するよりも, すべての人の参加は望めなくても複数の人
に一定の効果を期待することは可能である.





作用を行う (Toseland 1995). ソーシャルワークにおいてもグループワークは方法の一つとし
て位置づけられ, プログラムに従った構成員間の相互作用によって, 個人の発達とグループや地
域社会の成長をはかるものとして定義されている. 特養の利用者にグループ活動を実践する場合
の目的は, 新しい環境への適応, 孤立の解消と新たな社会関係の構築, 老いの受容, などがその
主なものとして考えられるが, 一般的に高齢者がグループに参加することによって得る利益には,





可能性がある. メンバーはまた, 他のメンバーが自分と似た経験をしていること, 同じような心
配事を持っていることを知ることで癒される. さらに, 互いの特技や才能, 知識などを認め合う




























グループを利用した活動を行うためには, いくつかの要件を整える必要がある. それらは, グ









リーダーは, 活動の計画者であり主催者である. そしてリーダーは, メンバーとの関係を構築




輪の中に ｢我々｣ 感覚を創出すればよい. これはそう難しいことではなく, 時間のかかるもので
もない. せっかく利用者が 1か所に集まっているのであるから, それを活用する利益は十分にあ
る.
② 活動の目的と方法
施設の職員は, それぞれ決められた職務の範囲内で仕事をしている. グループ活動は, 職員が
自らの責任を果たす過程で何らかの必要性を感じ, それを解決する方法として採用するものであ











































な差はあっても 24 時間切れ目なく何らかのケアを必要としているが, 介護専門職によって提供
されるケアのほとんどは, 物理的な生活環境を整えることと, 具体的な日常生活上の動作を介助
することで占められている. これは特養の利用者にはそれ以外のニーズがないということではな












































とって特殊で一時的な経験であり, 疾病が治癒すれば元の生活に戻る. 特養の利用者は, 慢性的
な疾病や疾病の後遺症を持ってはいるものの, 常時医学的な管理や看護を必要としているわけで




ループを利用する必要は必ずしもない. グループが利用されるのは, その効率性による. 嚥下機
能を維持・促進することが目的であって, 構成員の相互作用による効果など本来グループを活用















介護職は, 日常の不便や不自由さを補完するだけの存在である. A に対して活動の意図を説明































なる. しかしその場合でも, 認知症の人を援助するにあたっては, ワーカーの側のコミュニケー















































足されたものとされる. 特養での生活が始まっても, 状況は変わらない. 特養でのサービス計画
は介護計画であって社会生活の側面は二次的なものである. 特養では, 認知症ではない利用者は
自分の力で新しい社会ネットワークを構築するものとみなされ, 認知症の利用者は ｢そのうちに｣






実質的なソーシャルワークが存在することになる. そして, 個人を対象とした方法とともに, 小
集団を対象とした方法が見当識障害のある認知症高齢者に対しては非常に有効であり, かつ効率






























の一夫婦について：音楽療法場面での経過と考察｣ 『音楽療法研究』 2 号, 92-99 頁.
平崎孝英・室伏君士 (1991) ｢痴呆老人に対するケアとリハビリテーション：グループ・ワークの中での
遊びとレクリエーション｣ 『作業療法ジャーナル』 25 号, 561-566 頁.
河合眞 (1995) ｢音楽療法｣ 『老年精神医学雑誌』 6 巻 12 号, 1492-1496 頁.
小池和幸 (1995) ｢セラピューティック・レクリエーション｣ 『老年精神医学雑誌』 6 巻 12 号, 1497-1502
頁.
黒川由紀子 (1994) ｢痴呆老人に対する回想法グループ｣ 『老年精神医学雑誌』 5 巻 1 号, 73-81 頁.
黒川由紀子 (1995) ｢痴呆老人に対する心理的アプローチ：老人病院における回想法グループ｣ 『心理臨床
学研究』 13 巻 2 号, 169-179 頁.
NASW (1979). The NASW code of ethics. NASW.
野村豊子 (1990) ｢特別養護老人ホーム入居の痴呆老人を対象としたROグループの試みと効果｣ 『社会老
年学』 32 号, 62-73 頁.
野村豊子 (1995) ｢回想法｣ 『老年精神医学雑誌』 6 巻 12 号, 1476-1484 頁.
下仲順子 (1995) ｢リアリティ・オリエンテーション｣ 『老年精神医学雑誌』 6 巻 12 号, 1485-1491 頁.
白川道代・牛嶋益子・吉岡寛 (2001) ｢逸脱行為のある痴呆患者に対するグループワークの効果｣ 『日本精
神科看護学会誌』 44 巻 2 号, 312-316 頁.




Webster, J.D. & Young, R.A. (1988). Process variables of the life review: Counseling implications.
	
		(4), 315-323.
横須賀第二老人ホーム教室活動担当共同研究会 (1989) ｢痴呆性老人のグループワークの位置づけ｣ 『季刊
老人福祉』 84 号, 80-96 頁.
社会福祉論集 第 116 号
36
